
パネルディスカッション
ソフトウェア品質技術の今後について

2015年2月9日 15:30～17:00
SQuBOK v2 発行記念講演会

パネリスト：
誉田 直美（日本電気） 全社的品質保証の主幹
川口 恭伸（楽天） アジャイル開発の推進者
松木 晋祐（ACCESS） テスト自動化技術

品質モデルを柔軟に操るテストのプロ

モデレータ：
野中 誠（東洋大学）



パネルディスカッション 議論の進め方
• これまで

– まずは自己紹介
– 「品質」に必要な技術・取組み：これまでの経験から
– どのような品質特性を対象にしてきたのか
– そのノウハウは？

• これから
– これから先、考えなければならない「品質」

• 使用性
• セキュリティ
• セーフティ
• その他

– その向上に向けて、研究・開発・普及が必要な技術・取組みとは
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本日ご参加の皆様
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ソフトウェアの品質モデル ISO/IEC 25010:2011 (JIS X 25010:2013)

2014/9/26
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システム/ソフトウェア製品品質

機能適合性

機能完全性
機能正確性
機能適切性

移植性

適応性
設置性
置換性

保守性

モジュール性
再利用性
解析性
修正性
試験性

性能効率性

時間効率性
資源効率性
容量満足性

使用性

適切度認識性
習得性

運用操作性
ﾕｰｻﾞｴﾗｰ防止性

UI快美性
アクセシビリティ

信頼性

成熟性
可用性

障害許容性
回復性

互換性

共存性
相互運用性

セキュリティ

機密性
インテグリティ
否認防止性
責任追跡性

真正性

＜製品品質モデル＞

利用時の品質

有効性

有効性

満足性

実用性
信用性
快感性
快適性

リスク回避性

経済リスク緩和性
健康・安全リスク緩和性

環境リスク緩和性

効率性

効率性

利用状況網羅性

利用状況完全性
柔軟性

＜利用時の品質モデル＞



ソフトウェアエンジニアリング発展の経緯：ヘーゲル哲学的技術史
～Barry Boehm の ICSE2006 基調講演より
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http://isr.uci.edu/icse‐06/program/keynotes/boehm.html
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